



























































































「配慮表現」の定義は大きく分けて 2種類ある。一つは彰 (2004)による定義で、彰 (2004)
の研究成果に基づいたものである。もう一つは山岡他 (2010)の定義で、 Brownand Levinson 
(1987) (以 F、B&L(1987)) のポライトネス理論(1)を基にしたものである。守屋 (2003)
や姫野 (2004)の定義は、使用する表現に多少の違いはあるが、後者に分類できる。以下、






















山間他 (2010) は、依頼表現を文機能によって、 1 (遂行)系依頼表現、 n(命令)系
依頼表現、国(要求)系依頼表現、 IV (願望表出)系依頼表現、 v(情意表出)系依頼表
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I-LJ [司f也 10) の ;こ従え…、 のように を分類 できる。
(図々しいお穎いだけ四ど、もしよかっ 10) 
しカミし、 1. したよう の談 く克られる「か 「と、つ
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I-J I南{邑 (2010) のうケ では ていない、 ιレ-JiヨL:ミj、 「と思っ ちj
「と思っ jについて、 0) J、一J るのか る
{玄頼に ける i言 つ
、i当日 表 守〕 ついて (2004) i邑 (2010) 、Leech(1983) 
のポライトネスの原理を踏まえて、配慮表現の原理を立てた。ポライトネスの原理には、
( 1 )気配りの原則、(I )寛大性の原則、(国)是認の原則、(lV) 謙遜の原則、 (V) 一







( 1 ) (3) 他者の負担を最小限にせよ (a) 他者の負担が大きいと述べよ
気配りの原
見iJ
(b) 他者の利益を最大限にせよ (b) 他者の利益が小さいと述べよ
(日) (a) 自己の利益を最小限にせよ (a) 自己の利益が大きいと述べよ
寛大性のj京
良Ij (b) 自己の負担を最大限にせよ ( b) 自己の負担が小さいとia山べよ
姫野 (2004) も、ポライトネスの原理を踏まえ、日本語文化にはいくつかの顕著な配!意
表現の原理が存在するとして、 i( i )利益・負担、恩恵・迷惑に関してJi ( U)縄張りに
関してJI ( ui )決定権・意志に関してJI ( iv )位置づけに関してJの 4つの原則を立てて
いる。なお、これら 4 つの原則 (2) は姫野他 (2003~2004) をまとめたものである口
山間他 (2010) の配慮表現の原理と異なる点は、ポライトネスの原理だけでなく、情報
のなわ張り浬論(神尾 1990) (3)をも援用している点である口 i( i )利益・負担、 j忍恵・
迷惑に関して」は、ポライトネスの原理に基づいた原則で、山間他 (2010) と!司じ内容を
表している。 I( i )決定権・意志に関してj と i(iii) 縄張りに関して(41Jは情報のなわ張








J究員IJ2-2 :話し手の意志をなるべくあらわにしなし¥0 li，Plき手の意志をあらわにさせない c
4.分析
4. 1. rかな」
















(4) 代わりに [JSK06名]、行ってもらえるかなと思ったり。(コーパス会話 71) 
(5) [JSK04名]空いてなし¥かなよ旦三三口(コーパス会話 69)
(6) [JSK09あだ名]、ね、どうかねって思って o (コーパス会話 74)
依頼において「と思う jが使用される場合、「と思う j という言い切りの形式はほとんど





(遂行)系 (7) 本司会をしてくれるよう頼むと思 (7' ) ホ司会をしてくれるよう頼むと思
フ。 ったり。
(命令〉系 (8) ホ司会をしてくれと思う。 (8' ) ホ司会をしてくれと思ったり。
〈要求〉系 (9) 将司会をしてくれないかと思う。 (9' ) 司会をしてくれなし¥泊、と思った
り。
〈願望表出〉系 (10) 押司会をしてもらいたいと思う。 (10' ) 司会をしてもらいたいと思った
り。
意表/J:l)系 ( 11) #.司会をしてくれたら、うれしい (11' ) 司会をしてくれたら、うれしい
なと思う。 なと思ったり。
(7) ~ (11) のように、「と思う j という言い切りの形は、依頼として発話することは
難しい口特に (10) は命令に近い。これは、「思う j の用法に主観明示用法という個人的な
意見など、主観的な情報内容について、それが個人的・主観的なものであることを敢えて














































( (引にあるように、「と思ってj という形式;土、「と思ったり j とj奇様に、「とjEうj
という形では配意を表すとは言えないが、チ形による言いさしゅの形にすることによって
しているむなお、言いさしが表す配車、泣け右手の負担に対する遠慮を表現する
(0J r習:2010) Jである。従って、配意表現の朗自Ii 12-2:話し
























に 2つ見られる では、 む〉 し¥方言 ということについて
のよう
していきたい

















を脅かすことを、フェイス侵害行為 (FaceThreatening Act， FTA) と呼ぶ。フェイスを脅か
すことを極力避けるための言語行動の選択のストラテジーが、ポライトネス理論である。
(2 )姫野 (2004) では、 4つの原理を I( i )利益・負担、恩恵・迷惑に関してJI (託)決
権、意志に関してJI(ijj) 縄張りに関してJI ( iv )位置づけに関して」という順番で立て
ているが、説明の都合上、木研究では(己)と(iu) を入れ替えた。




(4) 姫野 (2004) においては「縄張り」と表記されているため、それに従った。
(5) 言いさしの判断基準は、白川 (1991) の「従属節だけで言いさしても意味が完結してい
るj に従う。
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